
こ
れ
ま
で
２
期
８
年

間
、
広
報
委
員
会
の
メ

ン
バ
ー
と
し
て「
誰
も
が

分
か
り
や
す
い
広
報
紙
」

を
目
指
し
、
日
々
取
り

組
ん
で
参
り
ま
し
た
。

い
つ
も
ご
愛
読
い
た
だ

き
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
す
。
今
後
と
も
、
議

会
だ
よ
り
を
宜
し
く
お

願
い
致
し
ま
す
。

喜
友
名
盛
充

広
報
委
員
と
し
て
、

同
僚
議
員
に
助
け
ら
れ

な
が
ら
初
め
て
の
広
報

紙
の
作
成
に
携
わ
り
、

貴
重
な
体
験
を
さ
せ
て

頂
き
感
謝
。
町
民
の
皆

様
、
議
会
だ
よ
り
を
宜

し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。

又
吉
朋
和

令
和
３
年
度
か
ら
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
中
継
も
始
ま

り
、
い
つ
で
も
議
会
を
視
聴
で
き
、
開
か
れ
た
議
会

へ
一
歩
進
ん
だ
と
思
い
ま
す
。
お
寄
せ
頂
い
た
議
会

だ
よ
り
へ
の
ご
意
見
も
励
み
と
な
り
ま
し
た
。
町
民

に
開
か
れ
た
議
会
に
な
る
よ
う
頑
張
り
ま
す
。新垣

千
秋

令和　年　月定例会に傍聴に行こう!!４ 9
令和４年９月28日（水）から開催予定
本会議を行う議場では、手話通訳及び補聴装
置を御利用になれます。

インターネットで町議会を知ろう! !

あなたも町議会を
傍聴してみませんか？

議会の日程についてもホームページでお知らせしております。

○手話通訳は、傍聴予定日の７日前までに議会事務局へ
　お申し込みください。
○補聴装置は、傍聴受付の際にお申し出ください。
　議場は役場の４階です！

北谷町議会

編
集
後
記

　
北
谷
町
民
の
皆
様
ご
機
嫌
如

何
で
す
か
、
私
た
ち
広
報
調
査

特
別
委
員
会
は
町
民
の
皆
様
へ

す
ぐ
に
手
に
取
っ
て
も
ら
え
る

よ
う
に
、
議
会
だ
よ
り
の
編
集

方
針
を
作
り
ま
し
た
。

　
町
民
の
た
め
に
「
読
み
や
す

い
」「
わ
か
り
や
す
い
」「
手
に
取

り
や
す
い
」
議
会
だ
よ
り
を
4

年
間
、
広
報
委
員
6
人
で
楽
し

く
広
報
づ
く
り
を
頑
張
っ
て
ま

い
り
ま
し
た
。

　
第
36
回
町
村
議
会
広
報
全
国

コ
ン
ク
ー
ル
表
紙
デ
ザ
イ
ン
銅

賞
、
県
内
の
第
18
回
沖
縄
県
町

村
議
会
広
報
コ
ン
ク
ー
ル
に
お

い
て
、
優
秀
賞
を
受
賞
し
ま
し

た
。
町
民
の
皆
様
、
感
謝
申
し

上
げ
ま
す
。

　
こ
れ
か
ら
も
ご
愛
読
頂
き
ま

す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
、
最

終
号
を
お
届
け
い
た
し
ま
す
。

私
は
、
第
十
一
代
議
会
調
査
特
別
広
報
委
員
と
し
て
、
議

会
で
の
議
論
を
町
民
に
分
か
り
や
す
く
、
す
ぐ
に
も
手
に

取
っ
て
も
ら
え
る（
議
会
だ
よ
り
）
の
広
報
委
員
長
と
し
て

頑
張
っ
て
参
り
ま
し
た
。

今
後
と
も
、
ご
愛
読
い
た
だ
い
た
町
民
の
皆
様
、
議
会
だ

よ
り
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。

喜
友
名
朝
哲
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令和４年度北谷町一般会計補正予算
財産の取得・指定管理者の指定・工事請負契約の変更・陳情
北谷町職員の給与・議員報酬に関する条例改正  ～期末手当（ボーナス）を減額！～
PFASの基準の見直しと環境対策等を求める決議・意見書等
【一般質問】９人が登壇！町政を問う！
第11代町議会最終定例会議長あいさつ

委
員
長

　喜
友
名
朝
哲

第
11
代

議
会
広
報
調
査
特
別
委
員
会

コロナ禍で
も漕ぎ続け

る

ヒーヤイ!

議
会
広
報
の
副
委
員

長
と
し
て
4
年
間
務
め

ま
し
た
。

発
議
や
陳
情
の
フ
ォ
ー

マ
ッ
ト
を
固
め
、
表
紙
の

デ
ザ
イ
ン
等
も
徐
々
に
進

化
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。
ま
た
、
児
童
生

徒
会
の
声
を
特
集
と
し

て
届
け
ら
れ
た
の
は
良

か
っ
た
で
す
。

玉
城
靖
規

昨
年
10
月
か
ら
の
委
員
会
へ
の

参
加
と
な
り
ま
し
た
が
、
相
変

わ
ら
ず
大
変
で
し
た
が
楽
し
く

取
り
組
め
ま
し
た
。
議
会
の
状

況
を
し
っ
か
り
と
町
民
へ
伝
わ
る
、

興
味
を
持
っ
て
頂
け
る
よ
う
今

後
と
も
頑
張
り
ま
す
の
で
宜
し

く
お
願
い
致
し
ま
す
。

高
安
克
成

北谷ニライハーリー

2022年6月定例会
令和4年8月23日発行

Summer
夏号

〈
発
　
　
　
行
〉北
谷
町
議
会

〈
発
行
責
任
者
〉北
谷
町
議
会
議
長
  亀
谷
長
久

〈
編
　
　
　
集
〉議
会
広
報
調
査
特
別
委
員
会

〈
印
　
　
　
刷
〉株
式
会
社
 東
洋
企
画
印
刷

こ
の
冊
子
は
、12700部

印
刷
し
、1部

当
た
り
の

経
費
は
約
82円

で
す
。
HPア

ド
レ
ス：

〒
904-0192　

沖
縄
県
中
頭
郡
北
谷
町
字
桑
江
226番

地
TEL（

098）936-3382　
FAX（

098）936-9712
http://w

w
w
.chatan.jp/chogikai/

北谷町議会事務局☎（098）936-3382 FAX（098）936-9712
ご意見・ご感想、又はお問い合わせ

こ
の
印
刷
物
は
個

人
情
報
保
護
マ
ネ

ジ
メ
ン
ト
シ
ス
テ

ム
（
プ
ラ
イ
バ
シ
ー

マ
ー
ク
）
を
認
証

さ
れ
た
事
業
者
が

印
刷
し
て
い
ま
す
。
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令和4年度令和4年度 北谷町一般会計補正予算 北谷町一般会計補正予算（第1号）（第1号）財産の取得・指定管理者の指定・工事請負契約の変更・陳情財産の取得・指定管理者の指定・工事請負契約の変更・陳情

令和4年度令和4年度 北谷町一般会計補正予算 北谷町一般会計補正予算（第2号）（第2号）

（第1号）5月26日 歳入歳出予算総額 183億8,716万1千円

（第2号）6月14日 歳入歳出予算総額 191億1,821万9千円

主 な 歳 出

提案された補正額 716万1千円の増 原案に
賛成〇 10名
反対× 5名

賛成多数で

原
案可決
原
案可決
原
案可決

●学校建設費････････････････････････････････････････････716 万 1千円の増
（令和 3 年度における北谷町学校仮設校舎設計業務の成果により、当初想定以上
に北谷中学校仮設校舎賃借料が増加したことによるもの）

「債務負担行為補正」
●北谷中学校仮設校舎賃貸借

補正前　令和 5 年度から令和 6 年度まで　1 億 9,056 万 8 千円
補正後　令和 5 年度から令和 6 年度まで　2 億 4,586 万 8 千円

（令和3年度における北谷中学校仮設校舎設計業務の成果により、当初想定以上に賃借料が増加したため）

主 な 歳 出

提案された補正額 7億3,105万8千円の増
原
案可決
原
案可決
原
案可決

●特定駐留軍用地等内土地取得事業･･･････････････････････････････････3 億 3,254 万 7千円の増
●北谷町マイナンバーカード取得キャンペーン事業････････････････････････ 645 万 6千円の新規計上
●子育て世帯生活支援特別給付金給付事業（ひとり親世帯以外）･････････ 8,105 万 3千円の新規計上
●漁港管理費･････････････････････････････････････････････････････････ 1,000 万円の新規計上
　（浜川漁港海岸第 1 護岸復旧工事に係る工事請負費）
●特定駐留軍用地等内土地取得事業基金積立金･････････････････････････2 億 8,209 万 2千円の増

主な反対討論

本来、この約 6,000 万円の増額は当初予算
で計上すべき。予算金額は審査において、非
常に重要で金額次第では結果が変わっていた可
能性がある。

議決からたった 2 か月で 6,000 万円もの金
額が変わったことは、議会や委員会での審議が
全く意味をなさない。債務負担行為や事業の計
画性、当局の議会への姿勢が疑われる。本来な
らしっかり当初予算に計画通り計上するべきもの。

喜友名･盛充･議員

主な賛成討論

これは歳出予算の教育費 716 万 1 千円を補
正するという議題。この中において北谷中学校
仮設校舎設計業務の成果という形で平米が少
し変わってきた、建替までの期間が変わってき
た、しっかり議論をしてこの結果と受け止めて
いる。今回の補正予算は、グラウンドの状況と
リースする期間が延びただけで、それをもって
教育費 716 万 1 千円は妥当。

玉那覇･淑子･議員

財産の取得財産の取得

塵芥収集車両の購入
取得予定価格：891万円
住　所：沖縄県豊見城市字豊崎3番地88
商　号：いすゞ 自動車九州（株）沖縄支社
代表者：支社長　伊佐 常義

請負契約の変更請負契約の変更

奈留川排水路POL部分改修工事
住　所：沖縄市字登川2989番地
商　号：株式会社基土木
代表者：代表取締役 仲宗根 勇
請負金額：1億2,923万9千円
契約期間：議会議決の日から令和4年11月30日まで

北谷町パークゴルフ場整備工事
住　所：北谷町字伊平318番地101号室
商　号：有限会社 日章建設
代表者：代表取締役 金城直哉
請負金額：1億8,280万3,500円
契約期間：議会議決の日から令和4年3月13日

指定管理者の指定指定管理者の指定

北谷町パークゴルフ場の指定管理
申請件数：2社
指定管理者：一般社団法人 北谷地域振興センター
指定の期間：令和4年10月1日～令和9年3月31日
指定管理料：令和4年度720万（6か月分）
　　　　   　 令和5年度～令和8年度（各年度）1,334万8千円

沖縄を再び、いくさば（戦場）
にさせないための陳情

入札及び契約制度価格の
適正化等に関する陳情

「新しい日米共同作戦計画は絶対にやめて頂
きたい」「議会の中で経緯も含め、また持ち味も
含めて話し合ってもらった方がいい」「意見書を
出してほしい、出来れば今議会で決議して頂きた
い」との陳情者の説明を受け、陳情については全
会一致で採択すべきと決定。また、委員会として
の意見書は未提出

【総務財政常任委員会】

陳情者は各行政及び議会に陳情を出し、北谷町で
はダンピングは無いと理解した上で、「県全体で機運
を高める、後押ししていって欲しい」との内容に採択
との討論。一方で、理解できていない部分がある事、
本町にはダンピングはなく不適格業者がどういうも
のであるか理解されていないところがあり不採択と
の討論。賛成2名、反対2名の可否同数となり、委員
長裁決で不採択と決定　  　【総務財政常任委員会】

可
決
可
決
可
決

可
決
可
決
可
決

不
採
択
不
採
択
不
採
択

可
決
可
決
可
決

可
決
可
決
可
決

採
択
採
択
採
択

2:03:56から
スタート

0:52:50から
スタート

ほか　高安克成 議員ほか　友利勉 議員

財
産
の
取
得
・
指
定
管
理
者
の
指
定
・
工
事
請
負
契
約
の
変
更
・
陳
情

補
正
予
算
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･･修正動議（議員提案） ･･原　案（町長提案）

特例措置（減額調整）は、過去 に遡っ
て職員等に不利益を与える、不利 益遡及
である。 併せて 3 月末に定年退職 して 4
月から再任用職員となった職員から も減額
調整をするとしており、定年退職前 の期間
分に及ぶ不利益遡及などあってはな らない。
過去に遡及する特例措置の減額調 整は不利益遡及
の原則に反する行為である。よって、 本修正案を提案
する。

提案理由

本町職員及び町長、副町長及び教育長の給与に関して人事院勧告、国及
び他の地方公共団体の状況等を鑑み、給与の改定を行うため提案する。今
回の改定内容は、月例給の改定は行わず、期末手当支給月数を町職員は年
間 0.15 月分、町長ら特別職は年間 0.1 月分を引き下げるもの。また、特
例措置を規定し、その特例措置の対象者は、令和 3 年 12 月に期末手当の
支給があった職員及び再任用職員で、かつ令和 4 年 6 月に期末手当を支給
される職員及び再任用職員となる。

提案理由　〜議員の期末手当（ボーナス）を減額!!〜

北谷町議会議員の議員報酬、北谷町議会議員の議員報酬、
費用弁償及び期末手当に費用弁償及び期末手当に
関する条例の一部を改正関する条例の一部を改正
する条例についてする条例について

原案・修正案に反対討論

【高安･克成　議員】
初任給に対して働きかけをするべき。

人事院勧告に従わない本町独自の判断
をするべきで原案と修正案に反対。

【喜友名･盛充　議員】
2 年 前 の 期 末 手

当削減にも反対した。
せめて現状維持すべ
き。 特例措置を除く
ことに理解はできる
がそもそも特例措置
を含めた期末手当減
額に反対。

【宮里･廣　議員】
消費の負担、冷え込みにさらなる追

い打ちをかける。給与を引き下げるの
ではなく現状維持でやってほしいので
反対。

修正案に賛成討論

【米須･清一郎　議員】
人事院勧告に準じることが基本

だが、年度をまたがって遡る特例
措置は問題があるため特例措置を
除く修正案に賛成。

【新垣･千秋　議員】
法改正が遅れたのは国の事情

であり、それを地方に押し付ける
のはいかがなものかと思うので修
正案に賛成。

【玉那覇淑子　議員】
人事院勧告でありますので、職員

がそれに応じて給与改定をするという
こと、期末手当の改定をするというこ
とを評価する。特例措置は、閣議決
定の後、法改正が年度をまたがって
国家公務員給与法の改正によって行
われたものであり、時を遡ってやるこ
とは、不利益を与える。そのような
思いから今回の特例措置を執らない
という修正案に賛成。

【高安･克成　議員】
Q   不利益遡及については言及して いるが初任給等

についての議論はしなかったのか
A   過去に遡っての遡及が 12 月分の 期末手当を減額

する部分なので、特に初任給に 対しての議論は
なかった。

【又吉･朋和　議員】
Q    北谷町の労働組合との協議をし たのか
A   組合と話をした。 均衡の原則や 人事院勧告はあ

るが、やはり問題があるという思 いをしている等
あった。

国の人事院勧告等に鑑み、本町議会議員の期末手当についても国の支給
割合に準じて改定することを提案する。人事院勧告等による対応が住民の理
解を得られるものであるということから、これまで国の人事院勧告等に準じ、
期末手当の支給割合の改定を行っている。今回の改正内容は、特例措置の対
応を除き、現行の期末手当の支給割合を年間 0.1 月分引き下げるもの。

【高安･克成　議員】
Q   発議に至る流れは、行政から提案があったのか。議長、委員長どちらから

の提案で議論がスタートしたのか
A   執行側からの提案ではない。議会運営委員会では決定し全員協議会に諮っ

て提案。
Q   報酬についての議論がなかったか
A   報酬の件も含めて議論があったが、議会改革特別委員会で議論し進めて議

長に提案すべきだということが基本。

【又吉･朋和　議員】
Q   議員も人事院勧告に左右されるのか
A   報酬に関しても期末手当に関しても人事院勧告に基づいて扱うものであり、

今の状況から期末手当を下げざるを得ないという議会運営委員会の判断。

【高安･克成　議員】
　そもそも職員も議員も現状維持でいいのではないか。しかし、先ほど職員
が下げると決まった以上、我々も身を切ってやらざるを得ない。その 1 点のみ
で賛成する。
【友利･勉　議員】
　今回出されている議案は期末手当についての部分なので、それに特化した
形の結論を出すものである。職員の給与の改定の部分について特例措置はや
らないと決定した。議員の期末手当についても特例措置はしないという提案
なので妥当。人事院勧告制度そのものは、法律を守るという立場上、全て受
け入れるということでもないが、真摯に受け止める必要がある。

人事院の給与勧告は、労働基本権制約の代償措置として、職員に対し、社会一般
の情勢に適応した適正な給与を確保する機能を有するものであり、国家公務員の給与
水準を民間企業従業員の給与水準と均衡させること（民間準拠）を基本に勧告を行っ
ています。

人事院は、国家公務員の給与等勤務条件の決定について、法定すべき基本的事項
は国会及び内閣に対する勧告により、具体的基準は法律の委任に基づく人事院規則の
制定・改廃により、その責務を適切に果たすよう努めています。（人事院ホームページより）

〜人事院勧告とは〜MEMO

原案に
賛成〇 12名
反対× 4名
賛成多数で

可
決
可
決
可
決

原案に
賛成〇 11名
反対× 5名
賛成多数で

修正案を除く

修
正可決
修
正可決
修
正可決

1:33:51から
スタート

0:07:53から
スタート

主な質疑

【宮里･廣　議員】
Q     職員労働組合との協議の経過は
A    意見交換を行い一定程度の理解は得られているが、特例措置をやらないでほしいとい

う要求書が出ている。

【又吉･朋和　議員】
Q  人事院勧告に従わない場合はペナルティーがあるか
A   ルール上、明文化はされてないが、地方交付税の中で影響が出て来る可能性がある。
Q  給与を上げる勧告が出た場合は
A   当然、上がるにしろ下がるにしろ国の人事院勧告に従った措置を執っていく。

【新垣･千秋　議員】
Q  法改正が遅れている状況だったが、このタイミングで条例改正を上げてきた理由は
A   去年の8月に人事院勧告があり、国の閣議決定が11月。法改正が今年4月、年度が明け

てからだが、均衡の原則からすると給与法改正の後の条例改正のタイミングになる。

主な質疑

　〜職員及び町長等の期末手当（ボーナス）を減額!!〜

提案理由（議員提案）

主な質疑

･原案に賛成討論

PICK
UP! 北谷町職員の給与   に関する条例及び北谷町長等の給与及び旅費に関する条例北谷町職員の給与   に関する条例及び北谷町長等の給与及び旅費に関する条例

の一部を改正する   条例についての一部を改正する   条例について
原案に
賛成〇 15名
反対× 0名
全会一致で

原
案可決
原
案可決
原
案可決

条
例
の
改
正

条
例
の
改
正
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PICK
UP!

0:33:14から
スタート

PFASの基準の見直しと環境対策等を求めるPFASの基準の見直しと環境対策等を求める
決議・意見書　決議・意見書　〜沖縄県内初！全会一致で可決！〜〜沖縄県内初！全会一致で可決！〜

沖縄を再び“いくさば（戦場）”にさせないため沖縄を再び“いくさば（戦場）”にさせないため
日本政府は日本国憲法の精神に則て平和外交を日本政府は日本国憲法の精神に則て平和外交を
誠心誠意展開することなどを要請する意見書誠心誠意展開することなどを要請する意見書
〜日本側から積極的に南西諸島を非武装地域としていく提案をすることが大事〜〜日本側から積極的に南西諸島を非武装地域としていく提案をすることが大事〜

趣旨説明
報道によると米国環境保護庁（EPA）は 15 日、有機フッ素化合物 PFOS の一種である PFOS と PFOA について飲料

水として生涯摂取し続けていい濃度とされる生涯健康勧告値を大幅に引き下げた。これまで合計 1リットルあたり 70ng 以
下だったが毒性をより重くとらえ、PFOS を 0.02ng ／ L 以下、PFOA を 0.004ng ／ L 以下とし、合算しても 2,916 倍
と厳しい値となっている。EPA は研究データと分析に基づいて以前よりもはるかに低い値で健康に悪影響を及ぼす可能性
が判明したと説明、日本での目標値として設定された 50ng ／ L は、米国でも生涯健康勧告値を参考に日本の平均体重
から導かれた値で、今回の EPA の科学的知見から変更に至ったことを踏まえ、日本でも直ちに変更に向け動くべきである。
この機に影響を受けている本町において、住民の健康を鑑み、立ち入り調査や疫学的な調査の必要性を訴えるべき。

趣旨説明
沖縄は先の大戦において、住民を巻き込んだ悲惨な戦争により、多くのかけがえのない尊い命だけでなく、美しい自然

や貴重な文化遺産も失っている。私達は沖縄戦をとおして、戦争の愚かさと平和の尊さを学んだ。
ところが私達県民の思いは全く無視され、日米外務防衛担当閣僚による 2 プラス 2 の緊急事態に関する共同計画作業、

日米共同作戦計画の原案では、陸上自衛隊が地対艦ミサイル部隊、地対空ミサイル部隊及び警備部隊の配備を配置してい
る南西諸島に有事の初期段階で米海兵隊が臨時の攻撃を軍事拠点を置くと言っている。私達は東アジアに緊張をもたらす
軍拡競争を何としても止めなければならない。新たな軍事拠点整備に膨大なコストを費やすのではなく、むしろ緊張感を求
め日本側から積極的に南西諸島を非武装地域としていく提案をすることが大事。

主な質疑
Q  「沖縄県民を犠牲にする形での進行」という文言はあまりにも唐突過ぎないか。
A   沖縄が有事、戦争に巻き込まれた時に大変な目に遭うという思いでこのいくさばという言葉を含めて、意見書で提出している。

Q  「敵」のミサイル攻撃の目標になる。というこの「敵」とはどこなのか、敵国とは。
A   どこの国が攻めて来るとかという問題の以前に、それを避けるために、南西諸島、そこを非武装地域ということを提案

していくべき。

記の内容
1　米国内の基準が厳格化されたことを踏まえ、日本においても暫定目標値を 0 に近づけること。
2　北谷浄水場の取水源を北部水源に直ちに切り替えること。
3　影響を受けている可能性のある地域住民の血中濃度検査等の健康調査及び疫学調査を直ちに実施すること。
4　 有機フッ素化合物（PFOS、PFOA、PFHxS 等）による水質汚染に関し、環境補足協定第 4 条に基づき、速やかに沖

縄県及び当該関係自治体による嘉手納基地内への立入調査を認めさせ、調査結果を早期に公表すること。
5　日米地位協定の改定を早急に行うこと。

抗議決議 & 意見書抗議決議 & 意見書 原
案可決
原
案可決
原
案可決

６月定例会では
18人中９人が
登壇しました

10

議員が聞いた！
今とこれから

一般質問
　町の様々な課題等について、議員が提言も
含めて町に考えを聞く「一般質問」。各議員
それぞれの切り口で町政を問います。ぜひ
議場で傍聴してみてはいかがでしょうか。

米軍嘉手納基地所属
HH60救難ヘリによる
捜索救助訓練に対する
抗議決議・意見書

米海兵隊員による
窃盗事件に対する
抗議決議・意見書

米軍嘉手納基地への
軍用外来機飛来に対する
抗議決議・意見書

米軍人による道路交通法
違反事件に対する
抗議決議・意見書米軍嘉手納基地への

軍用外来機飛来に対する
抗議決議・意見書

第526回定例会（6/14）

第524回臨時会（4/21）

第524回臨時会（4/21）

第524回臨時会（4/21）

第526回定例会（6/14）

（賛成多数）

（賛成多数）

（全会一致）

（全会一致） （全会一致）

1:57:37から
スタート

全会一致で

原
案可決
原
案可決
原
案可決

賛成多数で

原
案可決
原
案可決
原
案可決

提出者／高安克成議員・宮里廣議員

討論の議員／玉那覇淑子議員・新垣千秋議員

討論の議員／宮里廣議員・玉那覇淑子議員・高安克成議員

提出者／友利勉議員・米須清一郎議員

決
議
・
意
見
書

決
議
・
意
見
書
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第524回　北谷町議会臨時会（令和４年４月21日｢木｣)

米海兵隊員による窃盗事件に対する抗議決議 原案可決 〇 〇 欠 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 議 病 病

米海兵隊員による窃盗事件に対する意見書 原案可決 〇 〇 欠 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 議 病 病

米軍嘉手納基地所属 HH60 救難ヘリによる捜索救助
訓練に対する抗議決議 原案可決 〇 〇 欠 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 議 病 病

米軍嘉手納基地所属 HH60 救難ヘリによる捜索救助
訓練に対する意見書 原案可決 〇 〇 欠 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 議 病 病

米軍嘉手納基地への軍用外来機の飛来に対する抗議決議 原案可決 〇 〇 欠 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 × × 〇 × 議 病 病

米軍嘉手納基地への軍用外来機の飛来に対する意見書 原案可決 〇 〇 欠 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 × × 〇 × 議 病 病

専決処分の承認を求めることについて（北谷町税条例
の一部を改正する条例） 承認 〇 〇 欠 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 議 病 病

専決処分の承認を求めることについて（北谷町国民健
康保険税条例の一部を改正する条例） 承認 〇 〇 欠 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 議 病 病

専決処分の承認を求めることについて（北谷町特定駐
留軍用地等内土地取得事業基金条例の一部を改正する
条例）

承認 〇 〇 欠 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 議 病 病

固定資産評価員の選任について 同意 〇 〇 欠 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 議 病 病
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第526回　北谷町議会定例会(令和４年６月14日｢火｣～６月24日｢金｣)
米軍人による道路交通法違反事件に対する抗議決議 原案可決 〇 〇 〇 病 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 議

米軍人による道路交通法違反事件に対する意見書 原案可決 〇 〇 〇 病 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 議

米軍嘉手納基地への軍用外来機飛来に対する抗議決議 原案可決 〇 〇 × 病 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 × × 〇 × 〇 〇 議

米軍嘉手納基地への軍用外来機飛来に対する意見書 原案可決 〇 〇 × 病 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 × × 〇 × 〇 〇 議

令和４年度北谷町一般会計補正予算（第２号）について 原案可決 〇 〇 〇 病 〇 〇 〇 欠 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 議

財産の取得について 可決 〇 〇 〇 病 〇 〇 〇 欠 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 議

北谷町パークゴルフ場の指定管理者の指定について 可決 病 〇 〇 病 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 議

北谷町固定資産評価審査委員会委員の選任について 同意 〇 〇 〇 病 〇 〇 〇 欠 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 議

令和３年度奈留川排水路 POL 部分改修工事請負契約
の変更について 可決 病 〇 〇 病 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 病 〇 議

北谷町パークゴルフ場整備工事請負契約の変更について 可決 病 〇 〇 病 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 病 〇 議

PFAS の基準の見直しと環境対策等を求める決議 原案可決 病 〇 〇 病 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 病 〇 議

PFAS の基準の見直しと環境対策等を求める意見書 原案可決 病 〇 〇 病 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 病 〇 議

沖縄を再び“いくさば（戦場）”にさせないための陳情 採択 病 〇 〇 病 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 病 〇 議

沖縄を再び “ いくさば（戦場）” にさせないため日本
政府は日本国憲法の精神に則て平和外交を誠心誠意展
開することなどを要請する意見書

原案可決 病 〇 × 病 〇 × 〇 〇 〇 〇 〇 × × 〇 × 病 〇 議

入札及び契約制度価格の適正化等に関する陳情 不採択 病 × × 病 × × × × 〇 × × × × 〇 × 病 〇 議
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第525回　北谷町議会臨時会(令和４年５月26日｢木｣)
専決処分の承認を求めることについて（公用車車両事
故に関する和解及び損害賠償の額の決定について） 承認 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 欠 〇 〇 議

専決処分の承認を求めることについて（公用車車両事
故に関する和解及び損害賠償の額の決定について） 承認 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 欠 〇 〇 議

専決処分の承認を求めることについて（令和３年度庁
舎周辺整備工事請負契約の変更について） 承認 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 欠 〇 〇 議

専決処分の承認を求めることについて（北谷町役場庁
舎空調改修工事請負契約の変更について） 承認 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 欠 〇 〇 議

北谷町職員の給与に関する条例及び北谷町長等の給与及
び旅費に関する条例の一部を改正する条例について（原案） 修正可決 〇 〇 〇 × 〇 × 〇 〇 × 〇 〇 〇 〇 × 欠 〇 × 議

北谷町職員の給与に関する条例及び北谷町長等の
給与及び旅費に関する条例の一部を改正する条例
について（修正動議）

可決 〇 〇 〇 × 〇 〇 〇 〇 × 〇 〇 〇 〇 × 欠 〇 × 議

北谷町議会議員の報酬、費用弁償及び期末手当
に関する条例の一部を改正する条例について 原案可決 〇 〇 欠 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 欠 〇 〇 〇 〇 〇 議

令和４年度北谷町一般会計補正予算（第１号）について 原案可決 〇 〇 欠 × 〇 × 〇 〇 × 〇 〇 欠 〇 × 〇 〇 × 議

     臨時会・定例会　議決結果賛否一覧表

議案賛成者は（〇）とし、反対者は（×）とします。退席の意思を表明した退席者は（退）、公務の欠席者は（公）、議場に不在は（－）、
疾病の欠席者は（病）、配偶者の出産補助の欠席者は（配）、出産のための欠席者は（産）、所用の欠席者は（欠）としています。法
律により、採決に加わらない議案については（除）としています。議長は（議）としています。 議長に事故等がある場合は、副議長
が議長の職務を行う。副議長は（副）としています。
議長の場合、過半数議決については、議決に加わる権利（表決権）はなく、可否同数の場合に決定する権利（裁決権）があります。
特別多数決で法定されたものは議長にも表決権があります。

継続審査 選択的夫婦別姓の法制化を求める意見書の提出を要望する陳情書【総務財政常任委員会】

継続審査 ｢重要施設周辺及び国境離島等における土地等の利用状況の調査及び利用の規制等に関する法律｣ の即時廃止と臨
時的対応を求める意見書【総務財政常任委員会】

継続審査
介護保険利用料原則２割負担化、ケアプラン有料化、要介護１・２の市町村事業への移行などの制度見直し中止と、
国庫補助を増額し介護保険料高騰を抑え、高齢者の尊厳と生活を守れるよう介護保険制度の抜本改善を求める陳情
書【文教厚生常任委員会】

継続審査 コロナ特例減免における国費 10 割負担の復活と市町村における国保料（税）負担の軽減のための支援を求める陳
情書【文教厚生常任委員会】

継続審査 国立病院の機能強化を求める意見書【文教厚生常任委員会】

継続審査 ｢現物給付｣ への国のペナルティ全廃及び 18 歳までのこども医療費無料制度実現・改善を求める意見書【文教厚生
常任委員会】

継続審査 キッズゾーンの設定と具体的な安全対策を求める請願書【経済工務常任委員会】

継続審査 「運転代行業者への事業継続緊急支援措置」について（陳情書）【経済工務常任委員会】

議員派遣の件 町村議会正副議長・正副委員長研修会　　　令和４年８月３日（水）

閉会中の継続審査及び継続調査・議員派遣の件

PICK up
P6

PICK up
P4-5

議
決
結
果
賛
否
一
覧
表

議
決
結
果
賛
否
一
覧
表
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東
洋
飯
店
前
交
差
点
、

伊
礼
原
遺
跡
公
園
前
の

モ
ス
バ
ー
ガ
ー
北
谷
店

交
差
点
の
信
号
機
設
置

を
問
う

 

過
去
３
年
間
の
東
洋
飯
店
前
交

差
点
で
発
生
し
た
交
通
事
故
件
数

は 
令
和
元
年
度
は
13
件
、
令
和
２

年
度
は
18
件
、
令
和
３
年
度
は
18

件
。

 

モ
ス
バ
ー
ガ
ー
北
谷
店
前
交
差

点
へ
の
信
号
機
設
置
要
請
な
ら
び

に
進
捗
状
況
は

 

沖
縄
警
察
署
か
ら
「
国
道
58
号

に
あ
る
隣
接
信
号
機
と
近
い
場
所

に
位
置
し
、
信
号
機
設
置
に
係
る

設
置
基
準
を
満
た
し
て
い
な
い
た

め
信
号
機
の
設
置
が
で
き
な
い
」

と
回
答
が
あ
り
、
現
在
、
交
通
事

故
防
止
策
と
し
て
、
同
交
差
点
で

は
、
日
本
語
及
び
英
語
に
よ
る
前

方
優
先
道
路
表
記
の
大
き
な
看
板

を
設
置
。

フ
ィ
ッ
シ
ャ
リ
ー
ナ
地

区
交
流
広
場
へ
の
公
衆

ト
イ
レ
設
置
に
つ
い
て

 

フ
ィ
ッ
シ
ャ
リ
ー
ナ
地
区
交
流

広
場
の
設
置
目
的
と
公
衆
ト
イ
レ

が
設
置
で
き
な
い
理
由
を
伺
う

 

町
民
と
来
訪
者
の
交
流
・
憩
い

の
場
を
創
出
す
る
目
的
で
整
備
。

公
衆
ト
イ
レ
は
必
要
と
考
え
る
。

整
備
及
び
維
持
管
理
手
法
に
つ
い

て
、
引
き
続
き
検
討
を
行
い
、
景

観
や
衛
生
面
だ
け
に
留
ま
ら
な

い
、
誰
も
が
安
心
安
全
に
利
用
で

き
る
公
衆
ト
イ
レ
の
設
置
と
リ

ゾ
ー
ト
地
と
し
て
ふ
さ
わ
し
い
緑

地
づ
く
り
を
目
指
す
。

 

近
隣
公
園
と
街
区
公
園
な
ら
び

に
交
流
広
場
の
違
い
と
設
置
目
的

は

 

近
隣
公
園
及
び
街
区
公

園
は
、
都
市
公
園
法
に
よ

る
設
置
・
管
理
。
交
流
緑

地
は
、
都
市
公
園
法
に
よ

ら
な
い
北
谷
町
条
例
に
よ

る
設
置
・
管
理
。
近
隣
公

園
及
び
街
区
公
園
の
設
置

目
的
は
、
住
民
に
潤
い
と

安
ら
ぎ
を
与
え
る
憩
い
の

場
と
し
て
、
ま
た
、
運
動

や
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
利

用
、
都
市
環
境
の
整
備
及

び
改
善
、
災
害
時
の
避
難

等
に
資
す
る
こ
と
を
目
的

と
し
た
都
市
施
設
。フ
ィ
ッ

シ
ャ
リ
ー
ナ
地
区
交
流
広

場
の
設
置
目
的
は
、
町
民

と
来
訪
者
と
の
交
流
・
憩
い
の
場

を
創
出
す
る
た
め
の
漁
港
区
域
内

施
設
。

 

街
区
公
園
に
お
け
る
公
衆
ト
イ

レ
の
設
置
条
件
は

 

公
園
を
整
備
す
る
際
に
公
園
特

性
や
周
辺
環
境
等
を
考
慮
し
、
ト

イ
レ
の
設
置
を
検
討
す
る
こ
と
に

な
る
。

 

北
谷
町
内
の
街
区
公
園
、
広
場

数
と
そ
れ
ぞ
れ
の
公
衆
ト
イ
レ
の

設
置
状
況
は

 

街
区
公
園
25
か
所
の
内
、
９
か

所
は
公
衆
ト
イ
レ
設
置
。
広
場
は

９
か
所
あ
る
が
公
衆
ト
イ
レ
は
設

置
さ
れ
て
い
な
い
。

他
に
、
次
の
質
問
を
し
ま
し
た
。

●
暴
走
行
為
の
取
り
締
ま
り
対
策

に
つ
い
て

●
教
師
不
足
へ
の
対
応
と
教
職
員

の
勤
務
実
態
に
つ
い
て

●
町
立
体
育
館
等
、
ス
ポ
ー
ツ
施

設
建
設
に
つ
い
て

有
機
フ
ッ
素
化
合
物

P
F
A
S
血
中
濃
度
調

査
に
あ
た
っ
て
の
支
援

に
つ
い
て

 

①
会
場
の
確
保
②
医
師
の
立
ち

会
い
③
血
圧
測
定
や
問
診
の
協
力

等
々
へ
の
支
援
は
可
能
か

 

科
学
的
知
見
の
根
拠
と
な
る

デ
ー
タ
を
蓄
積
す
る
こ
と
は
重
要

な
こ
と
。
基
地
由
来
の
可
能
性
の

あ
る
環
境
問
題
の
実
態
解
明
の
一

歩
に
な
る
も
の
と
考
え
る
。
本
町

と
し
て
も
有
機
フ
ッ
素
化
合
物

（
P
F
A
S
）
汚
染
か
ら
市
民
を

守
る
連
絡
会
と
意
見
交
換
を
行
い

な
が
ら
、
協
力
・
支
援
で
き
る
部

分
に
つ
い
て
は
、
し
っ
か
り
と
協

力
し
て
い
く
。

児
童
生
徒
の
生
活
習
慣

病
予
防
検
診
を
伺
う

 

児
童
生
徒
の
健
康
状
態
に
傾
向

は
。
ま
た
、
学
校
検
診
で
生
活
習

慣
病
を
発
見
で
き
る
項
目
が
あ
る

か 

全
国
と
比
べ
肥
満
傾
向
が
高
い

と
考
え
ら
れ
る
。
生
活
習
慣
病
に

関
連
す
る
項
目
は
「
身
長
及
び
体

重
」「
心
臓
の
疾
病
及
び

異
常
の
有
無
」「
尿
」
な

ど
が
あ
る
。
健
康
診
断

の
結
果
は
本
人
や
保
護

者
に
通
知
さ
れ
、
疾
病

又
は
異
常
の
疑
い
が
認

め
ら
れ
る
場
合
は
、
医

療
機
関
へ
の
受
診
勧
告

を
行
っ
て
い
る
。

学
校
教
育
・
教

員
の
配
置
や
日

本
語
指
導
員
の

配
置
は

 

外
国
人
児
童
生
徒
の

転
入
生
は
何
人
在
籍
し

て
い
る
か

 

令
和
3
年
度
は
小
学
校
で
4
名

転
入
。
令
和
4
年
6
月
7
日
現
在

で
、
町
内
小
中
学
校
に
は
34
名
の

外
国
人
児
童
生
徒
が
就
学
。

 

日
本
語
指
導
員
の
配
置
は
適
切

に
行
わ
れ
て
い
る
か

 

県
が
配
置
し
て
い
る
教
員
2

人
、
町
の
指
導
員
を
今
年
度
か
ら

1
名
増
員
し
て
2
人
、
合
計
4
人

で
小
中
学
校
6
校
の
日
本
語
指
導

に
当
た
っ
て
い
る
。
児
童
生
徒
の

日
本
語
レ
ベ
ル
に
応
じ
て
グ
ル
ー

プ
を
編
成
し
、
週
2
時
間
か
ら
7

時
間
程
度
の
指
導
を
行
っ
て
い

る
。

 

学
校
現
場
の
多
忙
や
教
員
の
休

職
者
が
沖
縄
県
は
全
国
で
最
も
多

い
と
言
わ
れ
て
い
る
。
本
町
の
実

情
・
課
題
を
伺
う

 

先
生
方
は
、
通
常
の
業
務
で
あ

る
授
業
や
教
材
研
究
、
テ
ス
ト
作

成
や
採
点
・
評
価
・
補
習
、
学
校

行
事
の
計
画
・
実
施
、
生
徒
指
導

や
い
じ
め
・
不
登
校
へ
の
対
応
、

特
別
に
支
援
の
必
要
な
子
へ
の
対

応
や
研
修
会
へ
の
参
加
等
に
加

え
、
教
育
相
談
の
充
実
や
各
機
関

か
ら
の
ア
ン
ケ
ー
ト
へ
の
回
答
・

集
約
、
部
活
動
指
導
、
さ
ら
に
、

貧
困
や
虐
待
等
に
対
応
す
る
た
め

の
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
の
役
割
も

担
っ
て
い
る
。
新
型
コ
ロ
ナ
感
染

症
に
対
す
る
対
応
、
G
I
G
A
ス

ク
ー
ル
の
ス
タ
ー
ト
・
情
報
モ
ラ

ル
の
指
導
等
、
業
務
が
一
気
に
多

様
化
し
、
先
生
方
の
多
忙
感
も
増

大
し
や
す
い
環
境
に
あ
る
と
認

識
。
今
般
の
教
員
不
足
も
重
な

り
、
さ
ら
な
る
多
忙
感
や
疲
労
の

蓄
積
、
時
間
外
の
勤
務
時
間
の
増

加
に
つ
な
が
る
も
の
と
捉
え
て
い

る
。

他
に
、
次
の
質
問
を
し
ま
し
た
。

●
保
育
士
処
遇
改
善
と
配
置
基
準

見
直
し
に
つ
い
て

Q 東洋飯店前交差点の信号機設置の進捗はQ 有機フッ素化合物PFASの血中濃度調査への
本町の支援は

A 町が施す事故防止対策の強化を図りながら、沖縄警察
署と連携し引き続き取り組むA 協力・支援できる部分については、しっかりと協力していく

詳しくは動画をCheck詳しくは動画をCheck

友友
ともりともり

利利    勉勉
つとむつとむ

    議員議員玉玉
たまなはたまなは

那覇那覇    淑淑
ひでこひでこ

子子    議員議員

住民から安全対策が望まれる

町民の健康と命を守るため安全な水を望む

リゾート地にふさわしい交流広場を望む多様化する学校現場に適切な教員の配置を

一
般
質
問

一
般
質
問
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東
洋
飯
店
前
交
差
点
の

信
号
機
設
置
に
つ
い
て

 

令
和
3
年
9
月
議
会
に
続
き
再

度
質
問
。
こ
の
交
差
点
に
信
号
機

を
設
置
す
べ
き
だ
が
見
解
は

 

信
号
機
の
設
置
は
大
変
効
果
的

と
考
え
て
い
る
。
本
町
は
、
同
交

差
点
に
お
け
る
交
通
安
全
対
策
と

し
て
、「
一
時
停
止
標
識
の
設
置
」

「
止
ま
れ
の
路
面
標
示
」「
路
面
の

カ
ラ
ー
舗
装
」「
優
先
道
路
へ
の

中
央
線
の
標
示
」「
前
方
優
先
道

路
看
板
の
設
置
」
な
ど
必
要
な
措

置
を
講
じ
る
と
と
も
に
、
町
道
桑

江
17
号
線
開
通
前
の
平
成
30
年
4

月
、
開
通
後
の
同
年
7
月
、
令
和

元
年
7
月
及
び
令
和
3
年
6
月
に

は
、
沖
縄
警
察
署
に
対
し
信
号
機

設
置
に
つ
い
て
の
要
請
を
行
っ
て

き
た
。
現
在
、
基
地
安
全
対
策
課

と
土
木
課
で
協
議
し
、
事
故
防
止

対
策
の
強
化
と
信

号
機
設
置
に
つ
い

て
沖
縄
警
察
署
と

連
携
し
な
が
ら
引

き
続
き
取
り
組
ん

で
い
く
。

 

過
去
3
年
間
の

事
故
発
生
件
数
は

 

令
和
元
年
度
13

件
、
令
和
2
年
度

18
件
、
令
和
3
年

度
18
件
。

 

沖
縄
警
察
署
・

公
安
委
員
会
の
進

捗
状
況
等
は

 

昨
年
9
月
、
沖

縄
警
察
署
か
ら「
信

号
機
に
係
る
予
算

は
、
既
存
信
号
機

の
維
持
修
繕
に
優
先
的
に
使
用
。

新
た
な
信
号
機
設
置
に
使
え
る
予

算
は
非
常
に
少
な
く
、
信
号
機
の

新
規
設
置
は
、
新
設
道
路
へ
の
設

置
が
優
先
。
既
存
道
路
へ
の
設
置

は
そ
の
次
。」
と
の
説
明
も
受
け

て
い
る
。

道
路
行
政
に
つ
い
て

 

町
道
団
地
12
号
線
放
置
車
両
に

つ
い
て
周
辺
住
民
か
ら
撤
去
し
て

欲
し
い
と
の
声
が
あ
る
が
当
局
の

見
解
は

 

北
谷
町
放
置
自
動
車
の
発
生
の

防
止
及
び
適
正
な
処
理
に
関
す
る

条
例
に
基
づ
き
手
続
き
を
行
う
。

手
続
き
の
流
れ
は
、
放
置
車
両
を

確
認
し
た
後
、
車
移
動
の
協
力
依

頼
や
警
告
書
の
貼
り
付
け
、
所
有

者
の
確
認
を
行
い
、
所
有
者
が
確

認
で
き
た
場
合
は
撤
去
命
令
書
の

送
付
、
ま
た
、
所
有
者
が
確
認
で

き
な
か
っ
た
場
合
は
撤
去
警
告
書

の
貼
り
付
け
を
行
う
。
そ
の
後
、

60
日
経
過
後
、
撤
去
さ
れ
な
け
れ

ば
、
町
の
方
で
処
分
と
な
る
。
指

摘
さ
れ
た
放
置
車
両
は
、
現
在
、

車
移
動
の
協
力
依
頼
と
所
有
者
の

確
認
を
行
っ
て
い
る
。

他
に
、
次
の
質
問
を
し
ま
し
た
。

●
デ
ジ
タ
ル
サ
イ
ネ
ー
ジ
（
電
子

掲
示
板
）
の
役
場
前
設
置
に
つ

い
て

●
防
災
行
政
無
線
個
別
受
信
機

「
防
災
ラ
ジ
オ
」
に
つ
い
て

●
豪
雨
に
つ
い
て

道
路
行
政
に
つ
い
て

 

砂
辺
浜
川
境
界
線
（
旧
コ
ザ
信

金
北
谷
支
店
前
）
拡
幅
工
事
の
進

捗
状
況
は

 

交
通
渋
滞
解
消
の
た
め
沖
縄
防

衛
局
が
移
設
を
検
討
。
本
町
は
、

沖
縄
防
衛
局
の
進
捗
に
合
わ
せ
て

令
和
2
年
度
に
基
本
設
計
、
令
和

3
年
度
に
実
施
設
計
を
実
施
。
令

和
4
年
度
は
不
動
産
鑑
定
業
務
、

権
利
関
係
調
査
業
務
を
発
注
予

定
。

 

砂
辺
馬
場
公
園
入
口
の
拡
幅
工

事
の
進
捗
状
況
は

 

町
道
砂
辺
5
号
線
は
、
一
部

区
間
で
幅
員
が
狭
く
道
路
拡
張
に

伴
う
実
施
設
計
を
進
め
て
い
く
考

え
。
道
路
拡
張
の
際
は
、
沖
縄
防

衛
局
所
管
の
国
有
地
に
つ
い
て
協

議
の
必
要
が
あ
り
合
わ
せ
て
進
め

て
い
る
。

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
を

問
う

 

デ
マ
ン
ド
型
導
入
に
よ
る
改
善

効
果
は
あ
っ
た
か

 

事
前
予
約
の
手

続
き
が
増
え
た
が
、

利
用
者
の
予
約
に
応

じ
て
運
行
で
個
々
の

利
用
時
間
に
合
わ
せ

た
移
動
サ
ー
ビ
ス
の

提
供
が
で
き
、
路
線

定
期
運
行
時
に
あ
っ

た
南
北
ル
ー
ト
相
互

の
乗
り
換
え
の
必
要

が
な
く
、
町
内
の

C
バ
ス
乗
降
所
で

効
率
的
に
ど
こ
へ
で

も
行
け
る
等
メ
リ
ッ

ト
も
大
き
く
、
利
便

性
も
向
上
。
昨
年
11

月
と
今
年
1
月
か
ら

2
月
実
施
の
利
用
者
ア
ン
ケ
ー
ト

調
査
で
は
、
デ
マ
ン
ド
型
導
入
で

「
目
的
地
に
早
く
着
く
」「
便
数
が

増
え
、
予
定
を
立
て
や
す
い
」
と

の
声
を
頂
い
た
。

 

デ
マ
ン
ド
型
導
入
で
健
常
者

の
利
便
性
は
向
上
し
た
が
、
聴

覚
障
害
者
が
F
A
X
や
メ
ー
ル

（
L
I
N
E
）
等
で
予
約
出
来
る

よ
う
な
検
討
は

 

電
話
に
よ
る
受
付
が
困
難
な
方

は
、
企
画
財
政
課
で
メ
ー
ル
で
の

予
約
を
受
付
け
て
い
る
。
今
後
は
、

福
祉
担
当
部
署
と
連
携
し
、
聴
覚

障
害
者
向
け
に
F
A
X
を
利
用

し
た
予
約
受
付
が
出
来
な
い
か
検

討
。

 

定
期
券
の
販
売
は
何
処
で
行
わ

れ
て
い
る
か

 

令
和
3
年
7
月
に
デ
マ
ン
ド
型

運
行
に
変
更
し
た
際
に
回
数
券
販

売
を
終
了
。
利
用
者
か
ら
の
要
望

を
受
け
、
令
和
4
年
7
月
か
ら
の

販
売
再
開
に
向
け
関
係
機
関
と
調

整
中
。

 

北
谷
団
地
の
新
川
の
ゲ
ー
ト

を
開
閉
式
に
改
修
し
、
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
バ
ス
停
の
設
置
が
出
来

な
い
か

 

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
の
導
入

時
、
バ
ス
事
業
者
よ
り
既
存
路
線

バ
ス
と
の
競
合
は
極
力
避
け
て
運

行
し
て
欲
し
い
と
の
意
見
が
あ

り
、
総
合
的
に
勘
案
し
、
乗
降
所

の
設
置
を
し
て
い
な
い
。
ゲ
ー
ト

は
、
団
地
内
の
交
通
の
安
全
や
防

犯
の
観
点
等
か
ら
設
置
と
の
認

識
。
開
閉
式
の
ゲ
ー
ト
を
設
置
し
、

バ
ス
停
設
置
に
向
け
た
取
組
を
進

め
る
に
は
北
谷
団
地
の
方
々
の
要

望
等
を
確
認
す
る
必
要
が
あ
り
、

関
係
者
へ
の
ヒ
ア
リ
ン
グ
を
行
い

た
い
。

他
に
、
次
の
質
問
を
し
ま
し
た
。

●
町
営
団
地
駐
車
場
に
つ
い
て

●
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
場
に
つ
い
て

Q 東洋飯店前交差点の信号機設置はQ 砂辺馬場公園入口の拡幅工事の進捗状況は

A 事故防止対策の強化とともに沖縄警察署と連携しな
がら引き続き取り組むA 実施設計を進めていく考え。沖縄防衛局所管の国有地につい

て協議の必要があり合わせて進めている
詳しくは動画をCheck詳しくは動画をCheck

宮宮
みやざとみやざと

里里    廣廣
ひろしひろし

  議員議員與與
よぎよぎ

儀儀    誠誠
まことまこと

    議員議員

早期の信号機設置が望まれる早急に交通渋滞解消を！

新川のゲートを開閉式にし、
コミュニティバス停の設置を望む 迷惑な放置車両の取締を強化せよ！

一
般
質
問

一
般
質
問
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高
齢
者
が
輝
く
日
本
一

の
健
康
長
寿
の
町
へ
の

取
組
に
つ
い
て

 

65
歳
か
ら
74
歳
の
前
期
高
齢
者

と
、
75
歳
以
上
の
後
期
高
齢
者
の

要
支
援
・
要
介
護
と
認
定
割
合
を

伺
う

 

令
和
4
年
4
月
30
日
時
点
で
は

65
歳
か
ら
74
歳
ま
で
の
前
期
高
齢

者
は
3
千
2
6
2
人
、
そ
の
内
要

支
援
認
定
者
数
30
人
、
要
介
護
認

定
者
数
1
0
8
人
で
合
計
1
3
8

人
、
人
口
に
お
け
る
認
定
率
は

4
・
2
％
。
75
歳
以
上
の
後
期
高

齢
者
は
2
千
7
9
6
人
、
そ
の
内

要
支
援
認
定
者
数
1
2
2
人
、
要

介
護
認
定
者
数
6
9
7
人
で
合
計

8
1
9
人
と
な
り
、
人
口
に
お
け

る
認
定
率
は
29
・
3
％
。

 

昨
年
度
、
後
期
高
齢
者
健
診
の

対
象
者
数
、
受
診
者
数
、
健
診
結

果
の
活
用

 

令
和
4
年
5
月
の
速
報
値
で

対
象
者
数
2
千
5
3
8
人
、
受
診

者
数
4
8
1
人
、
受
診
率
19
％
と

な
っ
て
い
る
。
健
診
結
果
の
活
用

は
、
75
歳
を
迎
え
る
と
後

期
高
齢
者
医
療
制
度
の
被

保
険
者
と
な
り
、
保
健
事

業
の
実
施
主
体
が
保
険
者

で
あ
る
後
期
高
齢
者
医
療

広
域
連
合
と
な
る
た
め
、

町
が
行
う
保
健
事
業
の
対

象
か
ら
外
れ
る
。
十
分
に

介
入
で
き
な
い
こ
と
か
ら

健
診
結
果
の
活
用
が
う
ま

く
行
え
て
い
な
い
状
況
。

白
比
川
河
川
改

修
事
業
を
問
う

 

事
業
期
間
平
成
13
年
か

ら
令
和
8
年
ま
で
、
総
事

業
費
29
億
3
千
2
0
0
万

円
、
事
業
量
が
1
千

メ
ー
タ
ー
の
進
捗
状
況

は 

沖
縄
県
が
進
め
て
い

る
白
比
川
河
川
改
修
事

業
は
、
こ
れ
ま
で
国
道

58
号
か
ら
上
流
部
に
お

い
て
、
返
還
跡
地
側
の

護
岸
約
1
5
0
メ
ー
ト

ル
、
町
道
白
比
川
線
側

の
護
岸
約
1
0
0
メ
ー

ト
ル
、
中
流
部
で
は
調

整
池
の
整
備
が
行
わ
れ

て
い
る
。
ま
た
、
令
和

4
年
度
の
予
定
は
、
返

還
跡
地
側
の
整
備
済
み

護
岸
か
ら
上
流
部
に
約

80
メ
ー
ト
ル
の
護
岸
整

備
を
予
定
。

 

行
政
懇
談
会
で
中
部
土
木
事

務
所
と
の
意
見
交
換
会
を
町
主
導

で
実
施
の
要
望
が
あ
っ
た
が
ど
う

な
っ
て
い
る
か

 

昨
年
度
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
感
染
症
の
影
響
に
よ
り
、
開

催
す
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
で
し

た
。
今
年
度
、
中
部
土
木
事
務
所

及
び
関
係
自
治
会
と
調
整
し
て
取

組
ん
で
い
く
。

他
に
、
次
の
質
問
を
し
ま
し
た
。

●
キ
ャ
ン
プ
桑
江
南
側
（
68
ヘ
ク

タ
ー
ル
）
と
イ
ン
ダ
ス
ト
リ
ア

ル
コ
リ
ド
ー
（
62
ヘ
ク
タ
ー

ル
）
の
移
設
返
還
に
つ
い
て

●
再
犯
防
止
と
出
所
者
の
立
ち
直

り
に
つ
い
て

Q 町の健康寿命を伺う

A 平成22年と比較し、男性は0.04
歳、女性はマイナス0.95歳

詳しくは動画をCheck

仲仲
なかちなかち

地地  泰泰
やすおやすお

夫夫    議員議員

原
油
価
格
・
物
価
高
騰

対
策
に
つ
い
て

 

コ
ロ
ナ
地
方
創
生
臨
時
交
付
金

の
配
分
額
と
使
途
は

 

配
分
額
は
7
千
3
8
8
万
円
。

北
谷
町
プ
レ
ミ
ア
ム
付
商
品
券
事

業
の
財
源
に
活
用

 

当
該
事
業
の
効
果
検
証
及
び
再

度
実
施
す
る
事
業
は

 

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

の
流
行
に
よ
る
行
動
変
容
を
的
確

に
捉
え
、
施
策
の
効
果
を
上
げ
て

き
た
。

 

プ
レ
ミ
ア
ム
商
品
券
等
の
消
費

喚
起
策
の
実
施
は

 

令
和
2
年
度
、
3
年
度
に
引
続

き
北
谷
町
プ
レ
ミ
ア
ム
付
商
品
券

事
業
を
実
施
予
定
。

 

コ
ロ
ナ
禍
だ
か
ら
給
食
費
無
償

化
が
必
要
。
所
見
は

 

財
政
状
況
等
を
検
証
し
実
現
で

き
る
よ
う
検
討

学
校
施
設
整
備
等

 

グ
ラ
ウ
ン
ド
の
土
壌
改
良
、
体

育
館
の
照
明
交
換
に
つ
い
て
対
応

依
頼
し
た
が
、
各
学
校
の
修
理
等

の
相
談
と
対
応
件
数
と
額
は

 

年
間
平
均
が
約
1
6
0
件
、
経

費
は
年
間
約
3
千
2
0
0
万
円
。

専
門
業
者
に
よ
る
保
守
点
検
等
で

提
出
さ
れ
た
報
告
書
等
の
結
果
よ

り
行
う
。
ま
た
、
学
校
側
か
ら
の

施
設
修
理
・
修
繕
要
望
書
よ
り
行

う
も
の
が
主
。
学
校
か
ら
の
電
話

や
口
頭
等
に
よ
る
相
談
も
多
い
。

 

小
中
学
校
グ
ラ
ウ
ン
ド
で
実
施

中
の
砂
塵
対
策
、
及
び
今
後
予
定

さ
れ
る
対
策
は

 

各
学
校
に
ス
プ
リ
ン
ク
ラ
ー
を

設
置
。
北
谷
中
学
校
で
は
、
年
2

回
の
土
壌
団
粒
化
剤
散
布
と
昨
年

度
は
グ
ラ
ウ
ン
ド
の
一
部
に
防
砂

ネ
ッ
ト
設
置
も
実
施
。
今
後
、

北
谷
中
学
校
で
現
在
進
め
て
い

る
校
舎
改
築
事
業
完
了
後
に
引

き
続
き
屋
外
運
動
場
の
改
良
と

砂
塵
対
策
も
含
め
検
討
。

予
算
流
用
に
つ
い
て

 

近
年
の
予
算
流
用
と
1
0
0
万

円
を
超
え
る
流
用
の
件
数
・
総
額

を
伺
う
。
各
年
の
流
用
額
上
位
金

額
と
内
容
は

 

平
成
28
年
度
3
4
7
件
、

6
千
万
円
余
、
平
成
29
年
度

4
1
8
件
、
2
億
9
0
0
万
円

余
、
平
成
30
年
度
4
3
1
件
、

5
千
20
万
円
、
令
和
元
年
度

3
9
2
件
、
2
億
2
千
6
0
0
万

円
余
、
令
和
2
年
度
6
0
6
件
、

2
億
2
千
7
0
0
万
円
余
。

 

昨
年
比
較
対
象
と
な
っ
た
南
風

原
町
の
1
0
0
万
円
を
超
え
る
流

用
の
件
数
・
総
額
、
と
内
容
に
つ

い
て
伺
う
。
他
市
町
村
の
流
用
の

状
況
は

 

令
和
元
年
度
37
件
、
総
額

1
千
4
5
9
万
3
千
円
、
令
和
2

年
度
76
件
、
3
千
2
9
8
万
4
千

円
。
南
風
原
町
の
流
用
の
内
容
及

び
他
市
町
村
の
状
況
は
、
公
表
さ

れ
て
い
る
情
報
は
な
い
。

他
に
、
次
の
質
問
を
し
ま
し
た
。

●
さ
く
ら
ね
こ
T
N
R
活
動
、
マ

イ
ク
ロ
チ
ッ
プ
装
着
義
務
化
に

つ
い
て

●
土
地
規
制
法
に
つ
い
て

Q 原油価格・物価高騰に関する相談及び
実態調査は行っているか

A 具体的な相談は現時点ではない。実態調査は行って
いない

詳しくは動画をCheck

高高
たかやすたかやす

安安  克克
かつなりかつなり

成成  議員議員

男 女
北谷町 79.93才 83.48才
県平均 78.63才 83.53才

有効なプレミアム商品券の活用を

早期の施設修繕が望まれる

高齢者が輝く健康長寿の北谷町へ！

北谷城とバランスのとれた川へ生まれ変わることを期待する

一
般
質
問

一
般
質
問
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「
都
市
計
画
マ
ス
タ
ー
プ

ラ
ン
」住
宅
地
、工
業
地

及
び
農
地
等
の
確
保
は

 

商
業
等
の
発
展
が
進
む
中
で
、

工
業
地
及
び
農
地
の
不
足
、
そ
し

て
賃
貸
を
含
め
た
住
宅
を
確
保
し

づ
ら
い
状
況
が
あ
る
。
課
題
解
消

に
向
け
今
年
度
改
定
の
方
針
を
伺

う 
工
業
用
地
は
、
周
辺
住
宅
地
と

の
調
和
を
図
り
、
計
画
的
な
土
地

利
用
が
必
要
。
農
地
は
、
限
り
あ

る
農
地
の
保
全
を
図
り
町
民
農
園

の
活
用
に
よ
り
、
町
民
が
土
に
触

れ
あ
い
、
親
し
む
機
会
を
創
出
し
、

意
識
の
高
揚
と
交
流
を
通
じ
た
生

き
が
い
農
業
の
振
興
を
図
る
こ
と

を
検
討
。
住
宅
需
要
の
高
ま
り
は
、

返
還
軍
用
地
の
跡
地
利
用
に
お
け

る
住
宅
供
給
の
影
響
を
把
握
す
る

と
と
も
に
、
町
全
体
と
し
て
の
総

合
的
な
検
討
を
行
い
対
応
す
る
。

 

米
軍
基
地
の
返
還
予
定
地
に
つ

い
て
当
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
に
ど
の

よ
う
に
取
り
込
む
か

 

返
還
さ
れ
た
キ
ャ
ン
プ
瑞
慶

覧
施
設
技
術
部
地
区
内
の
倉
庫
地

区
の
一
部
で
跡
地
利
用
計
画
が
検

討
、
返
還
予
定
の
キ
ャ
ン
プ
桑
江

南
側
地
区
、
陸
軍
貯
油
施
設
第
1

桑
江
タ
ン
ク
フ
ァ
ー
ム
、
キ
ャ
ン

プ
瑞
慶
覧
イ
ン
ダ
ス
ト
リ
ア
ル
・

コ
リ
ド
ー
等
は
、
東
西
の
既
存
市

街
地
を
結
ぶ
結
節
点
と
し
て
、
ま

た
、
周
辺
の
既
存
市
街
地
と
の
連

続
性
に
考
慮
し
た
土
地
利
用
の
誘

導
や
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
整
備
を
推
進

す
る
新
し
い
ま
ち
づ
く
り
ゾ
ー
ン

と
し
て
位
置
づ
け
る
こ
と
を
検

討
。東

部
地
域
の
生
活
環
境

改
善
の
た
め
の
取
組
に

つ
い
て

 

令
和
元
年
度
に
策
定
し
た
空
家

等
対
策
計
画
に
お
け

る
現
状
と
課
題
、
今

後
の
対
策
は

 

町
全
体
で
68
件
の

空
家
等
を
確
認
。
今
後

の
対
策
は
、
空
家
等
の

発
生
抑
制
、
空
家
等
の

適
正
な
管
理
の
推
進

な
ど
空
家
等
の
所
有

者
等
に
対
し
、
必
要

な
助
言
又
は
指
導
を

行
っ
て
い
く
。

 

今
年
度
に
実
施
す

る
東
部
住
居
密
集
地

域
実
態
調
査
の
内
容

と
進
捗
状
況
を
伺
う

 

内
容
は
、
建
物
毎

の
各
種
情
報
並
び
に
、

土
地
所
有
及
び
建
物

所
有
等
権
利
状
況
や

現
況
把
握
。
令
和
5
年

3
月
中
旬
ま
で
の
業

務
を
予
定
。

小
中
学
校
及
び
公
共
施

設
の
ト
イ
レ
に
お
け
る

生
理
用
品
の
設
置

 

子
ど
も
の
貧
困
問
題
等
と
関
連

し
て
、
女
性
の
生
理
用
品
に
関
す

る
様
々
な
取
組
が
見
ら
れ
る
が
、

全
て
の
学
校
及
び
公
共
施
設
に
生

理
用
品
を
設
置
す
る
こ
と
が
で
き

な
い
か

 

公
共
施
設
に
お
け
る
設
置
は
財

政
面
も
含
め
調
査
研
究
を
行
っ
て

い
く
。
小
中
学
校
に
は
寄
付
の
生

理
用
品
を
配
布
。
生
理
用
品
購
入

予
算
を
増
額
し
て
い
る
。

他
に
、
次
の
質
問
を
し
ま
し
た
。

●
若
者
の
就
労
及
び
社
会
参
加
の

促
進
に
つ
い
て

●
町
民
及
び
事
業
者
向
け
の
経
済

対
策
に
つ
い
て

Q 安良波公園とビーチの警備体制は

A 警備員、指定管理者である北谷地域振興センター等と
連携しながら対応

詳しくは動画をCheck

喜喜
きゆなきゆな
友名友名  朝朝

ちょうけいちょうけい
哲哲    議員議員

Q 改訂する都市計画マスタープランの方針は

A 都市計画審議会やパブリックコメントを実施し策定

詳しくは動画をCheck

米米
こめすこめす

須須  清清
せいいちろうせいいちろう

一郎一郎    議員議員

西
海
岸
防
犯
に
つ
い
て

 

安
良
波
公
園
と
北
谷
公
園
に

防
犯
カ
メ
ラ
と
防
犯
灯
は
何
台
あ

る
か
。
ま
た
そ
の
管
理
は
ど
こ
が

担
っ
て
い
る
か

 

防
犯
カ
メ
ラ
は
、
安
良
波
公
園

に
9
台
、
北
谷
公
園
に
12
台
設
置
、

ま
た
、
防
犯
灯
（
照
明
灯
）
は
、

安
良
波
公
園
に
97
基
、
北
谷
公
園

に
1
3
4
基
設
置
。
土
木
課
で

管
理
を
行
っ
て
い
る
。

ペ
ッ
ト
の
管
理
は

 

公
園
等
に
お
け
る
犬
を
散
歩
さ

せ
る
際
の
注
意
書
き
看
板
の
設
置

数
と
内
容
、
ま
た
公
園
内
で
犬
の

リ
ー
ド
を
外
し
て
遊
ば
せ
て
い
る

人
が
い
て
、
事
故
が
お
き
た
が
注

意
書
き
看
板
の
設
置
、
巡
回
警
備

等
が
出
来
な
い
か

 

町
内
の
公
園
や
宮
城
海
岸
の
注

意
看
板
は
、
犬
の
解
き
放
ち
は
し

な
い
こ
と
、
犬
の
糞
は
飼
主
の
責

任
で
持
ち
帰
る
こ
と
、
日
本
語
及

び
英
語
表
記
の
注
意
看
板
を
設
置

し
て
周
知
を
図
る
。
設
置
数
は
、

今
回
の
よ
う
な
事
態
が
発
生
す
る

度
に
、
不
足
し
て
い
る
場
所
に
そ

の
都
度
設
置
し
て
い
る
た
め
、
設

置
数
は
把
握
し
て
な
い
。
相
当
数

の
看
板
を
設
置
し
て
い
る
。
ま

た
。
巡
回
警
備
に
は
、
公
園
の
パ

ト
ロ
ー
ル
や
現
場
確
認
の
際
に
、

状
況
を
注
視
。

西
海
岸
改
良
事
業
を
問
う

 

北
谷
町
の
シ
ン
ボ
ル
の
観
覧

車
が
9
月
に
取
り
壊
さ
れ
る
。
新

た
な
シ
ン
ボ
ル
と
し
て
、
宮
城
区

港
か
ら
ヒ
ル
ト
ン
ホ
テ
ル
向
け
に

橋
を
架
け
た
ら
、
砂
辺
区
か
ら
北

前
区
ま
で
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
や
散
策

が
で
き
る
遊
歩
道
に
も
な
る
し
西

海
岸
サ
ン
セ
ッ
ト
ビ
ュ
ー
ラ
イ
ン

構
想
へ
も
プ
ラ
ス
に
な
る
。
設
置

を
す
れ
ば
こ
れ
か
ら
の
北
谷
町
の

素
晴
ら
し
い
観
光
ス
ポ
ッ
ト
・
シ

ン
ボ
ル
に
な
る
と
思
う
し
、
サ
ン

セ
ッ
ト
ビ
ュ
ー
ラ
イ
ン
構
想
で
描

く
魅
力
あ
る
景
観
創
出
に
マ
ッ
チ

す
る
と
思
う
。
所
見
を
伺
う

 

橋
梁
整
備
は
、
波
風
の
影
響
等

を
考
慮
す
る
と
多
額
の
建
設
コ
ス

ト
と
維
持
管
理
コ
ス
ト
が
発
生
す

る
こ
と
が
推
測
さ
れ
る
た
め
、
事

業
性
は
見
込
め
ず
、
大
変
厳
し
い

も
の
で
あ
る
と
考
え
る
。

北谷町のシンボルとして「サンセットビューラインブリッジ（仮）」 空家を活かしたまちづくりを

返還予定地の整備で新しいまちづくりを

一
般
質
問

一
般
質
問
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町
道
北
前
安
良
波
線
及

び
北
前
5
号
線
を
問
う

 

北
前
5
号
線
の
冠
水
対
策
事

業
、
関
連
す
る
県
の
高
潮
対
策
事

業
の
工
事
の
進
捗
は

 

県
の
工
事
と
工
程
を
合
わ
せ
る

必
要
が
あ
り
、
連
携
し
て
取
り
組

ん
で
い
く
必
要
が
あ
る
。
今
年
度
、

護
岸
下
に
設
置
す
る
排
水
管
の
修

正
設
計
業
務
を
予
定
。

　

子
育
て
に
つ
い
て

 

新
型
コ
ロ
ナ
感
染
拡
大
に
よ

り
、
小
・
中
学
校
の
学
習
の
遅
れ

は
な
い
か

 

児
童
生
徒
も
感
染
や
濃
厚
接
触

等
に
よ
る
出
席
停
止
や
学
級
閉
鎖

な
ど
少
な
か
ら
ず
影
響
を
受
け
て

い
る
。
学
び
の
保
障
に
つ
い
て
よ

り
一
層
注
力
す
べ
き
と
認
識
。

　

 

町
立
保
育
所
へ
新
し
く
導
入
さ

れ
る
保
育
支
援
シ
ス
テ
ム
の
進
捗

は 

令
和
3
年
11
月
に
シ
ス
テ
ム
の

選
定
を
行
い
、
W
i

−

f
i
環
境

整
備
、
保
育
士
研
修
及
び
保
護
者

へ
の
説
明
会
開
催
を
行
い
、
本
格

導
入
に
至
っ
て
い
る
。

 

2
0
2
1
年
度
沖
縄
子
ど
も
調

査
報
告
書
で
、
等
価
可
処
分
所
得

に
よ
る
分
類
の
低
所
得
層
Ⅰ
は
、

食
糧
や
衣
服
が
買
え
な
か
っ
た
経

験
が
約
半
数
と
な
り
、
普
段
の
暮

ら
し
が
困
窮
し
て
い
る
現
状
が
浮

き
彫
り
に
な
っ
て
い
る
。
本
町
の

現
状
と
課
題
、
見
解
は

 

今
年
度
か
ら
、
町
社
会
福
祉

協
議
会
に
子
ど
も
の
居
場
所
連
絡

会
運
営
事
業
を
委
託
し
、
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
ト
機
能
の

強
化
に
取
り
組
ん
で
い
る
。
必
要

な
支
援
が
必
要
な
世
帯
に
行
き
渡

る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
と
認
識
。

こ
れ
ま
で
の
取
組
の
継
続
と
子
ど

も
の
貧
困
対
策
の
全
庁
的
な
取
組

を
強
化
す
る
。

本
町
の
労
働
力
調
査
、

雇
用
状
況
、
労
働
環
境

等
は

 

本
町
の
労
働
力
調
査
、
雇
用
状

況
、
労
働
環
境
等
を
伺
う

 

平
成
28
年
の
町
内
事
業
所
の
従

業
員
は
1
万
2
千
4
6
8
人
。
う

ち
、
常
用
雇
用
者
が
1
万
8
7
4

人
、
そ
れ
以
外
が
1
千
5
9
4

人
。
従
業
員
数
の
多
い
上
位
3
業

種
は
「
宿
泊
業
、
飲
食
サ
ー
ビ
ス

業
」「
卸
売
業
、
小
売
業
」「
医
療
、

福
祉
」。
男
性
が
5
千
7
5
1

人
、
女
性
が
6
千
6
1
0
人
。
就

業
者
数
の
多
い
居
住
地
上
位
3
自

治
体
は
、
北
谷
町
3
千
8
5
8

人
、
沖
縄
市
1
千
9
7
0
人
、
宜

野
湾
市
1
千
2
9
9
人
。
職
業

別
、
年
齢
階
級
別
に
つ
い
て
は

デ
ー
タ
が
無
い
。

 

女
性
の
管
理
職
登
用
や
雇
用
状

況
は

 

町
内
事
業
所
へ
の
ア
ン
ケ
ー

ト
に
て
5
年
前
と
比
べ
て
「
増
え

て
い
る
」
と
答
え
た
の
が
10
社
で

27
%
、「
変
わ
ら
な
い
」
が
24
社

で
64
・
9
%
、「
減
っ
て
い
る
」

が
3
社
で
8
・
1
%

 

育
児
休
暇
の
取
得
率
は

 

令
和
2
年
度
中
に
育
児
休

暇
を
取
得
し
た
人
が
10
人
で

1
0
0
%
、
男
性
は
33
・
3
%

他
に
、
次
の
質
問
を
し
ま
し
た
。

●
高
齢
者
福
祉
に
つ
い
て

●
米
軍
基
地
問
題
に
つ
い
て

Q 町道北前安良波線の改良工事の進捗は

A 宜野湾市の状況をみながら工事に取組たい

詳しくは動画をCheck

新新
しんがきしんがき

垣垣  千千
ちあきちあき

秋秋    議員議員

　

令
和
四
年
第
五
二
六
回
北

谷
町
議
会
定
例
会
の
閉
会
に

あ
た
り
一
言
ご
挨
拶
を
申
し

上
げ
ま
す
。

　

本
定
例
会
は
六
月
十
四

日
に
開
会
し
、
本
日
ま
で

二
十
一
日
間
会
議
で
行
わ
れ

ま
し
た
。
四
件
の
報
告
事
項
、

四
件
の
発
議
事
項
、
三
件
の

議
案
、
そ
し
て
一
件
の
同
意

事
項
、
そ
し
て
本
日
の
追
加

議
案
が
あ
り
ま
し
た
。

　

そ
れ
ぞ
れ
円
滑
な
審
議
が

行
わ
れ
、
採
決
が
行
わ
れ
ま

し
た
。
こ
れ
も
偏
に
議
員
各

位
の
誠
意
あ
る
議
会
運
営
の

賜
で
あ
り
、
深
く
感
謝
を
申

し
上
げ
ま
す
。

　

私
が
こ
の
四
年
間
議
会
の

諸
活
動
に
お
い
て
円
滑
に
運

営
し
て
こ
れ
ま
し
た
の
は
、

議
員
各
位
、
執
行
部
、
そ
し

て
議
会
事
務
局
の
皆
様
、
そ

し
て
多
く
の
町
民
の
皆
様
の

ご
指
導
と
ご
協
力
の
賜
で
あ

り
、
厚
く
感
謝
を
申
し
上
げ

ま
す
。

　

そ
し
て
執
行
部
の
皆
様
に

は
今
後
と
も
渡
久
地
町
長
を

先
頭
に
職
員
全
員
が
北
谷
町

の
さ
ら
な
る
発
展
の
た
め
に

ご
尽
力
賜
り
ま
す
よ
う
期
待

申
し
上
げ
ま
す
。

　

ま
た
、
来
た
る
九
月
に
行

わ
れ
ま
す
北
谷
町
議
会
議
員

選
挙
に
お
い
て
は
、
議
員
各

位
に
お
か
れ
ま
し
て
は
く
れ

ぐ
れ
も
ご
自
愛
の
も
と
、
奮

闘
さ
れ
ま
す
こ
と
を
心
か
ら

願
っ
て
お
り
ま
す
。

　

今
期
限
り
で
勇
退
さ
れ
ま

す
議
員
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、

長
年
の
議
会
活
動
を
と
お
し

て
、
町
政
発
展
の
た
め
に
多

大
な
ご
尽
力
を
い
た
だ
き
ま

し
た
。
深
く
敬
意
と
感
謝
を

申
し
上
げ
ま
す
。

最
後
に
こ
れ
か
ら
一
〇
〇
年

の
平
和
で
豊
か
な
北
谷
町
の

建
設
に
向
か
っ
て
議
員
各
位
、

全
職
員
、
全
町
民
が
一
致
協

力
し
て
取
り
組
ん
で
行
か
れ

ま
す
こ
と
を
切
に
お
願
い
申

し
上
げ
ま
し
て
、
甚
だ
簡
単

で
は
あ
り
ま
す
が
第
五
二
六

回
北
谷
町
議
会
定
例
会
の
閉

会
の
挨
拶
と
い
た
し
ま
す
。

令
和
四
年
六
月
二
十
四
日

第
十
一
代
町
議
会
最
終
定
例
会 

議
長
あ
い
さ
つ

（後列左から）米須清一郎、宮里廣、玉城靖規、平田潤一郎、仲地泰夫、照屋正治、喜友名盛充
（中列左から）與儀誠、新垣千秋、大浜ヤス子、玉那覇淑子、宮里歩、又吉朋和、喜友名朝哲
（前列左から）原田利明教育長、仲松明副町長、渡久地政志町長、亀谷長久議長、高安克成副議長、田場健儀、友利勉
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スタート

議 長 副 議 長
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委 員 友 利 　 勉
委 員 宮 里 　 歩
委 員 玉 那 覇 　 淑 　 子

基地対策特別委員会
（平成 30 年 9 月 28 日設置）

委 員 長 照 屋 正 治
副委員長 宮 里 　 歩
委 員 大 　 浜 　ヤス子
委 員 新 垣 千 秋
委 員 喜 友 名 　 盛 　 充
委 員 宮 里 　 廣
委 員 高 安 克 成
委 員 玉 那 覇 　 淑 　 子
委 員 喜 友 名 　 朝 　 哲

議会広報調査特別委員会
（平成 30 年 9 月 28 日設置）

委 員 長 喜 友 名 　 朝 　 哲
副委員長 玉 城 靖 規
委 員 新 垣 千 秋
委 員 喜 友 名 　 盛 　 充
委 員 又 吉 朋 和
委 員 高 安 克 成

議会改革特別委員会
（平成 31 年 3 月 26 日設置）

委 員 長 玉 城 靖 規
副委員長 仲 地 泰 夫
委 員 新 垣 千 秋
委 員 友 利 　 勉
委 員 宮 里 　 廣
委 員 高 安 克 成
委 員 宮 里 　 歩
委 員 田 場 健 儀
委 員 喜 友 名 　 盛 　 充

総務財政常任委員会
委 員 長 友 利 　 勉
副委員長 高 安 克 成
委 員 大 　 浜 　ヤス子
委 員 米 　 須 　 清 一 郎
委 員 宮 里 　 廣
委 員 喜 友 名 　 朝 　 哲

経済工務常任委員会
委 員 長 玉 那 覇 　 淑 　 子
副委員長 照 屋 正 治
委 員 新 垣 千 秋
委 員 又 吉 朋 和
委 員 與 儀 　 誠
委 員 欠 員

文教厚生常任委員会
委 員 長 喜 友 名 　 盛 　 充
副委員長 仲 地 泰 夫
委 員 玉 城 靖 規
委 員 宮 里 　 歩
委 員 平 　田　 潤 一 郎
委 員 田 場 健 儀

県の高潮対策を早急に進め、北前の冠水対策を強く望む

第11代北谷町議会議員
〜町三役と共に〜

一
般
質
問

第
十
一
代
町
議
会
最
終
定
例
会
議
長
あ
い
さ
つ
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こ
れ
ま
で
２
期
８
年

間
、
広
報
委
員
会
の
メ

ン
バ
ー
と
し
て「
誰
も
が

分
か
り
や
す
い
広
報
紙
」

を
目
指
し
、
日
々
取
り

組
ん
で
参
り
ま
し
た
。

い
つ
も
ご
愛
読
い
た
だ

き
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
す
。
今
後
と
も
、
議

会
だ
よ
り
を
宜
し
く
お

願
い
致
し
ま
す
。

喜
友
名
盛
充

広
報
委
員
と
し
て
、

同
僚
議
員
に
助
け
ら
れ

な
が
ら
初
め
て
の
広
報

紙
の
作
成
に
携
わ
り
、

貴
重
な
体
験
を
さ
せ
て

頂
き
感
謝
。
町
民
の
皆

様
、
議
会
だ
よ
り
を
宜

し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。

又
吉
朋
和

令
和
３
年
度
か
ら
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
中
継
も
始
ま

り
、
い
つ
で
も
議
会
を
視
聴
で
き
、
開
か
れ
た
議
会

へ
一
歩
進
ん
だ
と
思
い
ま
す
。
お
寄
せ
頂
い
た
議
会

だ
よ
り
へ
の
ご
意
見
も
励
み
と
な
り
ま
し
た
。
町
民

に
開
か
れ
た
議
会
に
な
る
よ
う
頑
張
り
ま
す
。新垣

千
秋

令和　年　月定例会に傍聴に行こう!!４ 9
令和４年９月28日（水）から開催予定
本会議を行う議場では、手話通訳及び補聴装
置を御利用になれます。

インターネットで町議会を知ろう! !

あなたも町議会を
傍聴してみませんか？

議会の日程についてもホームページでお知らせしております。

○手話通訳は、傍聴予定日の７日前までに議会事務局へ
　お申し込みください。
○補聴装置は、傍聴受付の際にお申し出ください。
　議場は役場の４階です！

北谷町議会

編
集
後
記

　
北
谷
町
民
の
皆
様
ご
機
嫌
如

何
で
す
か
、
私
た
ち
広
報
調
査

特
別
委
員
会
は
町
民
の
皆
様
へ

す
ぐ
に
手
に
取
っ
て
も
ら
え
る

よ
う
に
、
議
会
だ
よ
り
の
編
集

方
針
を
作
り
ま
し
た
。

　
町
民
の
た
め
に
「
読
み
や
す

い
」「
わ
か
り
や
す
い
」「
手
に
取

り
や
す
い
」
議
会
だ
よ
り
を
4

年
間
、
広
報
委
員
6
人
で
楽
し

く
広
報
づ
く
り
を
頑
張
っ
て
ま

い
り
ま
し
た
。

　
第
36
回
町
村
議
会
広
報
全
国

コ
ン
ク
ー
ル
表
紙
デ
ザ
イ
ン
銅

賞
、
県
内
の
第
18
回
沖
縄
県
町

村
議
会
広
報
コ
ン
ク
ー
ル
に
お

い
て
、
優
秀
賞
を
受
賞
し
ま
し

た
。
町
民
の
皆
様
、
感
謝
申
し

上
げ
ま
す
。

　
こ
れ
か
ら
も
ご
愛
読
頂
き
ま

す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
、
最

終
号
を
お
届
け
い
た
し
ま
す
。

私
は
、
第
十
一
代
議
会
調
査
特
別
広
報
委
員
と
し
て
、
議

会
で
の
議
論
を
町
民
に
分
か
り
や
す
く
、
す
ぐ
に
も
手
に

取
っ
て
も
ら
え
る（
議
会
だ
よ
り
）
の
広
報
委
員
長
と
し
て

頑
張
っ
て
参
り
ま
し
た
。

今
後
と
も
、
ご
愛
読
い
た
だ
い
た
町
民
の
皆
様
、
議
会
だ

よ
り
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。

喜
友
名
朝
哲
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令和４年度北谷町一般会計補正予算
財産の取得・指定管理者の指定・工事請負契約の変更・陳情
北谷町職員の給与・議員報酬に関する条例改正  ～期末手当（ボーナス）を減額！～
PFASの基準の見直しと環境対策等を求める決議・意見書等
【一般質問】９人が登壇！町政を問う！
第11代町議会最終定例会議長あいさつ

委
員
長

　喜
友
名
朝
哲

第
11
代

議
会
広
報
調
査
特
別
委
員
会

コロナ禍で
も漕ぎ続け

る

ヒーヤイ!

議
会
広
報
の
副
委
員

長
と
し
て
4
年
間
務
め

ま
し
た
。

発
議
や
陳
情
の
フ
ォ
ー

マ
ッ
ト
を
固
め
、
表
紙
の

デ
ザ
イ
ン
等
も
徐
々
に
進

化
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。
ま
た
、
児
童
生

徒
会
の
声
を
特
集
と
し

て
届
け
ら
れ
た
の
は
良

か
っ
た
で
す
。

玉
城
靖
規

昨
年
10
月
か
ら
の
委
員
会
へ
の

参
加
と
な
り
ま
し
た
が
、
相
変

わ
ら
ず
大
変
で
し
た
が
楽
し
く

取
り
組
め
ま
し
た
。
議
会
の
状

況
を
し
っ
か
り
と
町
民
へ
伝
わ
る
、

興
味
を
持
っ
て
頂
け
る
よ
う
今

後
と
も
頑
張
り
ま
す
の
で
宜
し

く
お
願
い
致
し
ま
す
。

高
安
克
成

北谷ニライハーリー

2022年6月定例会
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会
議
長
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長
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編
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HPア

ド
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ス：
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沖
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中
頭
郡
北
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226番
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北谷町議会事務局☎（098）936-3382 FAX（098）936-9712
ご意見・ご感想、又はお問い合わせ

こ
の
印
刷
物
は
個

人
情
報
保
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マ
ネ

ジ
メ
ン
ト
シ
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テ

ム
（
プ
ラ
イ
バ
シ
ー

マ
ー
ク
）
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認
証

さ
れ
た
事
業
者
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印
刷
し
て
い
ま
す
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